
粉体廃棄物を有効利用して資源（材料）に活かす！

技術の概要

本技術に関し、対応可能な連携形態（サービス） 開発段階

研究者・連携窓口情報

技術の活用イメージ

石炭火力発電所からの産業廃棄物であるフライアッシュ（微細石炭灰）と
クリンカアッシュ（粗粒石炭灰）の資源としての有効利用

ジオポリマーは、ポルトランドセメントの代替材料として注

目され始めた新建設材料です。特に、火力発電所から排出さ

れるフライアッシュ（微細石炭灰）はフィラーとして利用が期

待されています。本研究室が進めるジオポリマーの製造方

法は、①石灰石に依存しない、②工程において熱が不必要、

③セメントや石灰に比べCO2排出量が少ない、などの特性

を有します。これまでの研究から，九州地域の石炭火力発電

所の中で、Ｋ発電所のフライアッシュが材料強度的優位を有

することが明らかとなり、これを主要材料とした佐賀県内農

業用クリーク改修の擁壁試験施工を実施しました。各発電

所から排出されるフライアッシュの質は必ずしも一定ではな

く微粒子構造や化学組成が異なるため、その選定も重要で

す。現在は、フライアッシュと同時に排出されるクリンカアッ

シュ（粗粒石炭灰）についても、その多孔質材料としての特性

を活かした水質浄化材として検討しています。

強度面で優位な高炉スラグ微粉末を添加したものはあります

が高コストで実用化されていません。本研究で使用するフライ

アッシュは入手が容易なJISⅡ種製品で安価に入手可能です。

ジオポリマーはコンクリートやモルタルの代替材料としての

利用のほか、アスファルト舗装の代替材として、クリンカアッ

シュは木炭・竹炭の代替材として検討しています。

研究者・開発者からのコメント

研究成果は、下段の通り論文や学会発表にて随時公表して

います。入手が容易ですので参考にして頂だき、詳細につい

ては気軽にお問合せください。

佐賀大学　リージョナル・イノベーションセンター

近藤 文義　（佐賀大学　農学部　教授）

第5段階 製品・サービス化（試売／量販）段階

第4段階 ユーザー試用段階

第3段階 試作（実証レベル）段階

第2段階 試作（ラボ実験レベル段階）

第1段階 基礎研究・構想・設計段階
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八谷英佑・近藤文義（2016）:排出ロットの異なるJISフライ
アッシュを使用したジオポリマー硬化体の圧縮強度の比較
検討　農業農村工学会論文集303，Ⅱ_69-Ⅱ_75

論文

近藤文義・原口智和・郡山益実（2015）:クリンカアッシュと
炭化物の基礎的性状および水質浄化機能の比較
農業農村工学会論文集299，Ⅱ_113-Ⅱ_120

廃棄物処理・リサイクル

所在地 〒840-8502 佐賀市本庄町1番地 　TEL 0952-28-8961

URL http://www.suric.saga-u.ac.jp/　E-mail suric@ml.cc.saga-u.ac.jp

環境配慮型の大型ヘドロコンクリートの開発
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技術の活用イメージ

浚渫土砂を大型ブロックへ

「ゼロエミッション型」の社会・産業・生産システムのニーズが

ある。地盤工学分野では、ヘドロ、汚泥及び浚渫土砂等の再

利用や有効利用技術の開発が急速に進んできた。本技術シー

ズは、ヘドロや汚泥に「固化材混合および高圧機械脱水」の

新材料開発手法を取入れ、有害物質を「吸着固定化」し、「コ

ンクリートに匹敵する材料特性」という付加価値を持つヘド

ロコンクリートへと再生可能。再生ヘドロコンクリートは、構

造材として製品化し、舗装タイルや消波ブロックにして高度

再利用でき、効率的な地盤材料のリサイクルが可能になる。

製品ブロック写真ブロック製造のイメージ

本工法は、浚渫土砂の3R（Reduce、Reuse、Recycle）を同

時可能です。＊浚渫した土砂を加圧脱水土砂の体積を1/10

程度以下に減容化。＊海洋ブロック等の建設資材の製作技

術は処分対象の浚渫土砂を原材料に製品ブロックを製造す

る技術であり、既存工法の細骨材等の天然材料不要で通常

のコンクリート製品と同強度の建設資材を製造可能。＊土砂

浚渫の海上作業船や台船上で海洋ブロック等の建設資材を

製作し、港湾・漁業施設等の建設資材にその場で活用可能。

＊浚渫土砂の輸送や保管等コスト削減も可能なため、利害

関係者間の調整等の負荷も軽減でき、自己完結型ゼロエ

ミッション体制構築が期待できる。

研究者・開発者からのコメント

浚渫土砂をブロックとしてリサイクルする「高圧脱水固化処

理工法」開発の第一歩です。大学で生まれた社会基盤整備に

関する技術シーズを実社会で活用するには，まだ課題があり

ますが克服し新材料の開発に繋げたいと考えています。

九州大学　学術研究・産学官連携本部総括企画調整グループ

笠間 清伸　（九州大学　工学研究院　准教授）
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第3段階 試作（実証レベル）段階
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第1段階 基礎研究・構想・設計段階
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Webサイト

廃棄物処理・リサイクル

所在地 〒834-0082 福岡市早良区百道浜3-8-34 産学官連携イノベーションプラザ　TEL 092-832-2127

URL https://airimaq.kyushu-u.ac.jp/ja/index.php　E-mail coordinate@airimaq.kyushu-u.ac.jp
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